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１ 本時の目標 
○正多角形をかくためのプログラミングについて考える活動を通して，全ての辺の長さと角の大きさが等
しいという正多角形の性質をもとに，正多角形をかくための指示について論理的に説明することができ
る。 

 

２ 学習の展開 

 
発問・学習活動 ○指導・支援  ○資評価 
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１ 前時を振り返る。 
〇正多角形の性質にはどのようなものがあります 
か。 

 ・全ての辺の長さが等しい。 
 ・全ての角の大きさが等しい。 
 
 
２ 問題を提示する。 
〇右の３つのことができる 
コンピュータを使って 
正多角形をかくには， 
どのような指示をすれば 
よいでしょうか。 

 
 
 
 
 
３ 本時のめあてを設定する。 
  
 

 
○コンパスや定規を使って正多角形をかいて
みた前時の感想を取り上げる。 

〇正多角形の性質を確認する。 
 
○コンピュータには「正多角形をかく」機能は
ないことを確認し，既習事項を活用してプロ
グラミングを用いて作図することを理解で
きるようにする。 

 
〇ますりんのイラストを板書で動かし，プログ
ラムに必要な指示として，「直線をかく」，「回
転する動き」，「くり返し」が必要であること
を確認する。 

 
○東京書籍の EduTown を活用し，プログラムに
必要な項目をしぼることで，全員がプログラ
ミングに取り組めるようにする。 
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１
５
分） 

４ プログラミングを使って１辺が３ｃｍの正方

形をかく方法を考える。 

〇頂点Ａから頂点Ｂをかくためには，どのような 

指示をすればよいですか。 

 

〇今の考え方を使って，正方形をかくためには，

どのような指示をすればよいでしょう。 

 

 

〇①と②のプログラムは，どのような違いがあり

ますか。 

 

〇①と②のどちらの指示を入力しますか。 

 

 

 

 

〇話し合ったことをもとに，プログラムを入力し

直し，実行しましょう。 

○正方形の２辺をかくための指示とその順番
を考え，意見を発表する中で，あみの考えを
提示し，直線をかくだけでは角をかくことが
できず，「９０°右に回転する」という指示
が必要であることに気付かせる。 

 
○ホワイトボードのカードを用いて，プログラ
ムの並び方を考えることで，より良い組み合
わせにするための自分の考えをもつことが
できるようにする。 

 
〇考えたプログラムを全体で交流し，ますりん
のイラストを板書上で動かしながら，指示の
意味を理解できるようにする。 

 
〇①のプログラムは２辺をかく時の指示を２
回繰り返し，繰り返しの中にもう１度繰り返
しがあるため，②のプログラムの方がより少
ない指示で速く実行させることができるこ
とに着目させる。 

 
〇プログラミングで正多角形をかくには，１辺
の長さ，辺の数，回転する角度，繰り返しに
着目する必要があることを確認する。 
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「正多角形と円周の長さ」 
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プログラミングで正多角形をかくには，どのような指示をすればよいか考えよう。 
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１
５
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５ プログラミングを使って１辺が３ｃｍの正三
角形をかく方法を考える。 

〇１辺が３ｃｍの正三角形をかく方法を考え，実
行しましょう。 

 
○回転する角度は何度にすればよいでしょう。 
 
 
 
 
○回転する回数はどうやって決めましたか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○話し合ったことをもとに，プログラムを入力し
直し，実行してみましょう 

〇正方形と同様に，ホワイトボードを用いて自

分の考えを持ち，実行するようにする。 

 

 

○正三角形は６０°の回転ではなぜ正三角形

をかけないのか，その理由を考え，どのよう

に改善したら良いのかペアで話し合う。 

 

○正方形，正三角形のくり返しの数は，正多角

形の辺の数で決まることに気付かせる。 

○資相手に分かりやすく自分の考えを伝えるこ 

とができる。（コミュニケーション力） 

イ：正多角形の性質に着目して，正三角形をか

くプログラミングについて筋道立てて考え，

説明している。 

○ますりんを操作することで，回転する角度が

１８０°－６０°になる意味を理解できる

ようにする。 
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１
０
分） 

６ 本時のまとめをする。 
○他の多角形でも使えるプログラミングのこつを 
考えましょう。 

 

  

 

７ 振り返りをする。 

〇今日の学習を通して，できるようになったこと

や気が付いたことをふり返ってノートに書きま

しょう。 

・プログラミングには，繰り返しをする機能があ

る。 

・正三角形をかくプログラミングの指示を使えば，

角の数が多い正多角形でも簡単で正確にかくこ

とができる。 

 

 

 

 

 

 

〇キーワードになる言葉を当てはめるように

し，児童が本時の学習をまとめられるように

する。 

 

 

プログラミングで正多角形をかくには， 
①１辺の長さの分だけ直線をかく。 
②（１８０°－１つの角）の角度だけ回転する。 
③多角形の辺の数だけ繰り返す。 
 

プログラミングで正多角形をか

くには，どのような指示をすれば

よいか考えよう。 

 

 

 

2/19 正多角形と円周の長さ プログラミングで正多角形をかくには， 

①１辺の長さの分だけ直線をかく。 

②（１８０°－１つの角）の角度だけ回転す

る。 

③多角形の辺の数だけ繰り返す。 

 

 
 

○め  

○ま  

正多角形の性質  

・全ての辺の長さが等しい 

・全ての角の大きさが等しい 

１辺が３ｃｍの正方形 

１辺が３ｃｍの正三角形 

○も 
右の３つのことができるコン

ピュータを使って正多角形を

かくには，どのような指示を

すればよいでしょうか。 

Ａ 

Ｂ 

① 
② 

正三角形の１つの角・・・６０° 

回転する角度・・・ 

１８０°―６０°＝１２０° 

 

指示が少ない くり返しの中にくり返し 
１２０° 


